
夜間に発生する死亡事故の原因として、ドライバーによる歩行者や自転車の発見の遅れ

とスピードの出し過ぎが挙げられます。また、発見の遅れは、ヘッドライトが下向き(ロ

ービーム)のために起きています。

夜間にドライバーが確認できる前方の視界は、ヘッドライトが下向きの状態(ロービー

ム)では約４０メートル、上向きの状態(ハイビーム)では約１００メートルと大きく異な

ります。

夜間は特に、スピードダウンに努めるとともに、対向車や前を走る車がいない場合は、

ヘッドライトの上向き走行を心掛け、歩行者や自転車のいち早い発見に努めましょう。
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